様式２（業績目録作成例　_講師以上）

業　　　　績　　　　目　　　　録

Ⅰ　著書

　２．Kakuma,I and Knazawa,T.：Ischemic cell death in the liver. pp99-104(Ed.M.M.LaVail,Degenerative diseases. Plenum Press,New York)1998
１．金沢太郎：アルツハイマー病の現状と展望，15０頁（医学書院，東京）1995

　
　
　　　　　　　　　　　　　　全体インパクトファクタートータル／1st・2nd・last・Corresponding著者論文

　　　　　　　　　　　　　　（筆頭著者論文数／全論文数）

Ⅱ　総説　　　　　　　　　　　　　　　　
　２．Knazawa,T. and kakuma,H. Tumor immunotherapy with dendritic cells. Ann Rev Immunol17,145-173,

　　 2000　 (IF=5.145)

１．石川二郎，金沢太郎：人工弁とその移植，最新医学57，304‐310，1999

　

　

Ⅲ　原著（研究分野ごとに類別し、標題には，Ａ，Ｂ，Ｃ・・・を冠する。）                        　　　　      
　Ａ．りん酸化に関する研究

　　２．Kakuma,H and kanazawa,T.＊：Synaptic function of tyrosine phosphorylation.J Biol Chem 259,

12348-12352,2000　(IF=2.740)

　１．金沢太郎，石川二郎：リン酸化プロテオーム．内科12，697-705，1998

　

　B．

　　２．

　　１．

　　

Ⅳ　学会発表（国際学会の場合は，発表演者に限る。国内学会の場合は，特別講演，教育講演，シンポジウム及
びワークショップ等に限る。）

２．石川二郎，金沢太郎：神経再生の現状と展望，第８回日本再生医療学会，東京，1999
１．Kanazawa,T.：Health promotion in 21st century,15 th Internatioal Conference of Occupational, Health

      Washington,1996

　　
1． Ⅰ~Ⅲについては、すべての著者名，書名又は題名，発表誌名，巻，ページ（始～終），発行所名、発行年（年代順）を記載すること。印刷中の論文は，掲載証明書の写しを添付してください。
2． Ⅱ・Ⅲについては，インパクトファクター（IF）値を記載してください。なお，IF値については提出日を基準としてください。（IF値はClarivate Analytics提供の数値を記載してください。）
インパクトファクターの合計値と論文数を記載してください。
3． 用紙は，Ａ４版，横書，タイプ浄書（ワープロを含む。）としてください。
４．著書，総説，原著，学会発表等は，年月日の古いものから１，２，３　　の番号を付記し、記載順は新しい
もの（最近のもの）から降順に記載してください。また，候補者名には下線を付してください。さらに，
corresponding author　となっている論文には，それが分かるようにマークしてください。
５．論文別冊を添付したものは，○印を付すとともに，論文別冊にもその番号を明記してください。

６．学位論文は，その旨付記してください。
